
[上総国分僧寺跡（市原市）]探訪レポート

　　　　　前方が上総国分僧寺跡



　「国指定史跡　上総国分寺跡」とある







　　　　中央に見える建物は近世の上総国分寺の薬師堂







　　薬師堂



　　七重塔跡





　　　　　　礎石が散在している





　　　　心礎







　「国指定史跡　上総国分寺跡」とある



　中門跡付近か







　　　以上、市民会館側から（東門）～七重塔跡～中門跡付近と見て来た/神門5号墳・神門瓦窯跡群・戸隠神社の表示もみえる



西側に廻ってみる



　　　　西門跡が表示されている





　　　　　柱のあいだに甎（せん）を並べたところは壁であったことを示すという





　現上総国分寺



　正面は仁王門









　　　正面の宝篋印塔は「将門塔」







　　仁王門/江戸時代/かっての上総国分寺跡の鐘楼基壇跡に建つと考えられている



　　　阿形像は鎌倉時代後期の作という/吽形像は江戸時代後期の作





　　　　鐘楼





　　　六地蔵



　　　　本堂



　　　　　薬師堂/1716年落成



























　　　般若堂





　　　手水屋





　　　「史跡　上総国分寺跡」とある







さまざまな石造物



　　金堂跡とある


















